
３ 包括的・ 総合的なサービスの必要性

措置から利用契約に政策が展開し、 「 地域福祉の拡充」 へ

と福祉の政策が転換しているため、 「 高齢」 「 障がい」

「 児童」 など、 必要な福祉の機能をワンポイント で提供す

るのではなく 「 生活する上で困っている全ての方」 に対し

相談を行い、 サービスを考え提供するといった包括的・ 総

合的な観点が必要となります。 また、 有隣協会で最も実績

のある「 生活困窮者支援」 についても、 平成27年に「 生活

困窮者自立支援法」 が施行され、各自治体の動きや取り組

みに変化が見られます。 この時代背景を鑑み求められる福

祉支援を実践するには、制度の対象から外れたニーズを把

握し、 多様な課題を持った人々の支援に関し、 「 中長期的

な視点」 を持つ必要があり、 福祉業界全体が方針の転換と

いう大きな壁を相手にする時代が迫っていると認識してい

ます。
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４ 困窮の要因

5 支援の基本姿勢

困窮の要因は一つではなく 、 複合的な要因によって起こり

ます。 複合的な困窮の要因の例は下記の表になります。 困

窮と隣り合わせの生活を続けながら、 突然、 困窮状態に陥

ることがあります。 実際に支援を受けることになっても、

その人の状況に合わなかったため、 支援を辞退すること

や、 失踪など、 困窮からの脱却のチャンスを逃してしまう

こと もあり ます。 また、 生活困窮状態に陥ったことから

「 孤立」 や「 諦め」 を生み、 誰にも相談することができ

ず、 ますます困窮から脱却できなく なるという悪循環も見

受けられます。 また、 気づかないう ちに困窮に陥っている

人や、 困っていても相談に行く ことができない人も多く 、

地域社会との関係が希薄な人に対しては、 アウト リーチの

重要性を認識しています。

課題解決は、 支援の根本です。 複合的・ 多面的な要因に

関し ては、 包括的・ 総合的な解決が必要であると 同時

に、 困窮となる背景のある生活を続けながら暮らしてい

る人々へのアウト リーチを強化し福祉制度の情報提供を

続ける必要があり ます。 対象者からのアクショ ンを待ち

続けるのではなく “見守り 続け”、 その阻害要因と なり う
る予兆を見逃すことなく “先回り ”し 、 対象者の意思を最
大限に尊重し つつ『 再び生活困窮と なら ないための方

策』 を対象者と共に検討しています。

6 支援の体制

包括的・ 総合的な支援をするには、 縦割り組織のサービス

では対応できません。 有隣協会では、 各事業で培った知

識・ ノ ウハウの共有化をさらに進め、 組織を上げてよりよ

い支援を行う ため、 ナレッジマネジメント の推進を考えて

います。

現在、 施設長、 事務員、 相談指導員、 支援員、 栄養士、 医

師、 看護師、 専門相談員、 管理員、 作業員など非常勤職員

も含めて約250名の職員が在籍しています。今回の中期アク

ショ ンプランの策定に際して、 管理職以外の職員に対して

また、一体的な組織運営を行うため、次の取り組みを行っ

ています。

8 有隣協会職員

「 当然のようにできていること 」 「 中長期的に取り組むべ

きこと 」 について聞き取り調査を実施し、 以下のよう な意

見が挙げられました。

＜当然のようにできていること＞

・ 挨拶、礼儀、職員間のコミ ュニケーショ ン

・ 困難ケースへの介入、迅速な課題解決

・ 基本業務(事務・ 各関係機関との調整・ 上司、同僚との連携） の安定性

・ 利用者の特性（ 若年、高齢、性格面） に合わせた柔軟性

・ 利用者への粘り強い対応と聞き取り

・ 救急、 警察への通報など、 突発的なト ラブル等の緊急対

応、緊急対応後のケース検討

＜中長期的に取り組むべきこと＞

・ 新規事業（ 障がい、児童、高齢分野等） の開拓

・ 既存事業に接続可能な事業の展開（ 施設の退所後の事業等）

・ 直営事業の展開

・ 職員研修、教育の充実

・ ナレッジマネジメント の実現

・ 施設間の関係強化

一方で、 職員からは、 「 施設間での交流をさらに増やして

欲しい」 「 相談支援職として更にスキルアップが必要」 と

の声もありました。 これらの経済・ 社会構造の変化、 福祉

政策の変化に伴い、 「 職員の知識の習得の促進・ スキル

アップ・ ノウハウの共有化」 「 経営基盤のさらなる強化」

「 生活困窮対策への包括的・ 総合的なサービス」 、 及び

「 地域福祉の展開」 が必要となっています。

社会的要
因(マク
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身体・心理
的要因

複合的な困窮の要因とは

■非自己効力感
■コ ミ ュ ニケーシ ョ ン
■喪失体験
■障がい ・ 疾病
■過度な依存
■自己欺瞞 ■不信

■偏見、 差別
■選択の自由と 自己責任
　 （ 雇用、 住居）

■閉塞感
■格差（ 教育/収入/情報/機会）

■教育（ 情操／学力／社会）
■家庭（ 生育／経済状況
　 　 　 　 ／介護）

■ハラ ス メ ン ト 、 いじ め
■虐待

監事

理事会 本部事務局

宿泊所 春風寮（ 休止中）

更生施設 さ ざ な み苑

更生施設 浜川荘

養護老人ホーム 千寿苑

ケア サービ ス ゆう り ん

ケア サービ ス ゆう り ん 六郷セン タ ー

路上生活者対策施設 自立支援センタ ー 目黒寮

路上生活者対策施設 自立支援センタ ー 台東寮

城北労働・ 福祉セ ン タ ー娯楽室

大田区老人いこ いの家( 8 館 )

更生施設 京都市中央保護所

元路上生活者地域生活安定支援事業

評議員会

7 現在の組織体制（ 運営施設・ 運営事業）

現在休止中の宿泊所「 春風寮」 は改築中であり、 平成29年3

月に寄り添い型宿泊所、同年4月に都市型軽費老人ホーム、

居宅介護支援・ 訪問介護事業所併設の複合型施設を新設予

定です。 この複合型施設を拠点とした大田区における地域

福祉の戦略的な展開が必要となっています。

・ 法人本部の機能強化　 ・ 組織規程の見直し

・ 就業規則、 退職金規程、 給与規程な ど 、

規程類の見直し


